
88　被服学II(構成・美学など) C日本家政学会

c.被服学H 10月６日出第6会場　午前9:00～12 : 00

　　　C－1　「まつり」に閔寸る研究C3)　一まっり糸の太さー

　　　　　　文化サ大家政　〇橋本瀦　成瀬信子　三重短大:　村田溝子　橋本貴美子

目的被服製作上の技まである『まつリ_1 Iこついて、『まつリJ 御心に比較的引張

り強皮が零求きれるのは、菓袖付や袖口などである。今､回は、まつリ糸の太さ、劇一目

の大きさ、および布の織糸のすくい本数を麦沁、ｒまn り・都合の引張り強赳こつい

て検計しtc。

　方法　綿ブDード40番右基布kし、カ9ン糸40巻｡60番｡S0者で、誉通まっり、く

It、たてまっりをそれぞれ行なっ犯。針目の大きさ＼t、4mm から2．。おさIこ＼2m/liまざ、

布の織糸のすくい本数をI本, 2本, 3本とした、

　結果　I .「まつ'に都分の引張り強さは、よ記のいづ｀れの零因においても差が認

められ、布の織糸のすくい木数に最も大さく影響されろ。また、まつり糸の忿さより

も、針目の大きさの方が強さに大さく影響を与える。2、奢通まつり、くけにおいて

は、織糸のすくい本数｜本k 2本の場合は、いずれの条件でも織糸が切れるが、繊糸

のすくい３本になると、まっり糸^O悉ではつねにまつり糸ボ切れる。3 、reてまっり

It , 他のまっ')より強く. まつり糸が切れるため、条・X､むこよる池さの隻が他･りま

っりより大孝い。

　　　ｃ－2　　ミシン用卵ン和こ向い研呪(オ2釈)

　　　　　　ｔ正々大架蔵私両歌子

　目的　知ベV ン用りン匁　p ービヤ卑tフッウ匁・)･l･楕St明べ･八郎果　両去

間･^~　tない% f哺められ7"-。いで今回Iり|焼丿両徊)績－及心‘沈滞･り→

命・り夜労や縫目張度にっヽぺ　火較搾討を試み八りT -報令･r ?．

　Tμ、試升･t苛販のミシンWカタン糸　0 －ビ考いツク%'^　ﾀ患μ巻f y吏旧。

　ミVン覆目の調啓μ卜≒粕ロフュoC・の向隔･こ叩?つ･Tて　痩－t 竹い叱すi -

　()　引張'I 試聊樵各用ヽぺ■ 麻冷気が蹟鰍伎りx曜/・･ io ･ μ ■f&図j'支・李・ロス

断強度いぇ軟い。

　0-)　P - C" 午tフッウかの見*' ･いt ン1"卑及収･荷を岬長則幸の変化*リ　李<=) t%

嗜･･如<c^楕討わ。

　(3?　ｸﾞ'ラフ'μゆバ　両か吋反日強環きば｡軟り、

　珠屎(')な・強守r切断tf)は　原%r＼t p －ビ･十年*vフ･y り￥よ川を幄てヽ・

J W 、ミV ）いい四っZ　ヒ? －じ＼匁の強度･よ藁^く偉下し、洗曜＼・面行つだ汲l*

　フヽソウ年と　I* 1んど雀*v認あ^ おな<-)・

　㈲　希本≪)Si^、12 - ピt わ* "7ツウ匁･ｳi~ ～舛を・･ヤング嘩マあ3*v . 次丿程･・IS)(I

の角奎伸長曲鴇IJ　フッウ皐とを州司－r hi.
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